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ここで vi(0)'Vi(t)は i番目の粒子の t-0とtニー における速度をあらわす｡従
ってサ(t)は多粒子系 (ここでは孜体状態を考えている)での-粒子の運動の時間発展












我々は sofトcoreモデル (2体相互作用 ¢(r)- e(Oj )n)の n-12の場合について
分子力学の方法を周いて計算機実験を行って.きたが,この結果を基にして
1)粒子の運動の様子が,状態 (soft.-coreモデルの場合 ,o*-第 8,ET)3 /1 だけに
よって指定されるというL便利さがある)の違いによってどのように変化するか?をしら
べるOその為に, 少(i)白身よりは次のスペクトル定数
a(W*巨 岩 JS dt*ei郎 招 )






























(a) 指数関数 (b) 連分数展開(3次 ) (C)ガウス関数 王
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3)上のような結果は2体の相互作用の型によってどう影響 を うけるか ?
これについては,実験から得られたア/L･ゴンとナ トリウムのG(a) が非常に異っており,
後者のピー クは,前者のそれよりはるかに鋭いO-方我々の解析によると(理想三相モ
デル ),両物質 (咲 )間でみられる各種の熱力学的畳の質的な違いは, softcore
ンシャルのnの値の違いによって一応説明され得る(Arでは n=15,ナ トリウムでは
n=5).この理想三相モデルを用いて,G(a,)の実験結果とどの粗宴の一致した結果
が得られるかは興味ある問題であるが未だ結論を得ていないのが琴状である｡引力部分
をもった2体相互作用を含めて,斤力部分が柔らかい軽 G(a))のピ-クがよく鋭くなる
傾向にあるらしいことは,他の人達によ云て今まで計算された G(a,)の結果をみる限り
ではいえそうである｡
最後に,この報告は,研究会以後に得られた結果も含めた為,研究会でお話しした内
容と少し変ってしまったことをお断 りしておきます｡
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